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東軍同文書焼却記念センターポストドクター武井義和

はじめに

愛知大学には学内展示施設として「愛知大学

記念館J がある。この建物はもともと 1908 （明治

41）年に陸軍第15師団司令部として建造され、第

二次大戦中は陸軍予備士官学校本部、そして戦後

の1946年に愛知！大学が誕生して以降、 1995年まで

大学本館として使用されてきたものである。 1990

年代前半に学内で保存か取り壊しかで議論がなさ

愛知大学記念館

愛知大学記念館内部

れたが、保存が決定し、また1998 （平成10）年に

文化庁により有形文化財に登録されたこともあ

り、「愛知大学記念館J として生まれ変わったの

である（I ）。

現在、ここには主として愛知大学の前身で中

国・上海に存在した東亜同文書院（1901～1945年。

1939年大学に昇格）と、その同文書院で教員を勤

めた後に中国の革命家・孫文の協力者となった山

田良政・純三郎兄弟（良政： 1868～ 1900年、純三郎：

1876～ 1960年）に関する資料を展示した「東亜同

文書院大学記念センター展示室j、山田純三郎遺

族をはじめ同文書院卒業生やそのご遺族から寄贈

された図書雑誌類を配架する「書院図書資料室J

とともに、 1946年に愛知大学が誕生してから現在

までの大学の歴史をパネルや資料で紹介する「愛

知大学史展示室J や、東亜同文書院大学最後の学

長で愛知大学創設に尽力し、後に第 2 代・第 4 代

学長を務めた本間喜ーを記念する「本間喜一展示

室」などがある。

これらは「愛知大学東亜同文書院大学記念セン

ター」（以下、「記念センター」と略す場合あり）

の管轄であり、もともとは「東亜同文書院大学記

念センター展示室」（図書室も含む）と「大学史

展示室」の構成で1998年 5 月 9 日に開設されたが、

文部科学省より 2006年度から 5 年間のオープン・

リサーチ・センター事業に選定されたのを契機と

して、事業の一環として記念センター管轄下の各

展示室の整備などが2006年度から2007年度にかけ

て行われ、またナレーションシステムも導入して

409 



展示室の充実が図られた。

2010年 5 月、全国大学史資料協議会東日本部会

が愛知大学で開催されることになったため、本稿

はそれを記念して記念センターが所蔵する資料の

簡単な紹介と2006年度以降の展示室整備、そして

現状について記すことにする。なお、それに際し

て以下に注意点を挙げる。本稿は博物館学などの

ような専門的な研究を踏まえて理論的に論じるも

のではないため、事務組織の体制や研究体制、具

体的な資料保管状況などについては扱わない。ま

た、愛知大学記念館にはガラ紡機械や博物館実習

を履修する学生たちの展示室「愛大ミユージアム」

もあるが、それらは記念センターとは別組織が担

当しているので、本論では言及しない。

1 .東E同文書院、山田兄弟とその関係資料

最初に、記念センターの展示のみならず、所蔵

する資料の中心を占める東亜同文書院と山田兄弟

について概略を記すとともに、それぞれに閲する

資料を大まかに紹介しておきたい。

①東E同文書院と関係資料

愛知大学の前身的存在である東亜同文書院は東

亜同文会が運営していた学校である。当初は1900

年に南京で開設され、名称も「南京間文書院J で

あった。南京同文書院は日清提携を教育の側面か

ら実現していくことを目的とする近術館麿東軍同

文会会長（文麿の父、貴族院議長）の構想をもと

に、清朝高官であった劉坤一両江総督の理解と協

力なども得て誕生した（2）。

しかし、程なく発生した義和団事件の影響で南

京が政情不安定になったため上海へ移転し、翌年

東亜同文書：践として再出発することとなった。そ

の後、 1921年には外務省管轄の専門学校、さらに

1939年には大学に昇格し1945年の日本敗戦による

閉学まで存続したが、日中友好を目指す精神や、

中国を研究し理解する姿勢は東亜同文書院で後々
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まで受け継がれた。この学校に入学した学生の

中心は、各府県が選抜し学費を負担する府県費生

だ、った。彼らは書院で中国語を徹底して学び、ま

た商習慣をはじめとする中国のさまざまな事情も

学んだが、そうした学業の集大成として「調査大

旅行」を行った。これは1907年から 1943年までの

長期にわたり継続したもので、卒業年次生が小グ

ループに分かれて毎年夏を中心とする数ヵ月の時

間をかけて、事前に設定したテーマに沿って中国

各地を調査して歩いたものである。そのコースは

総計700ほどに及び、これほど大規模かつ長期的

に中国を調査した組織は他にないといわれる。学

生たちの調査の成果は f調査報告書j としてまと

められ、卒業論文に認定された。また大旅行中の

日記は I大旅行誌1 と称され、ほほ毎年刊行され

ていた。これらは戦前の中国を知る貴重な資料で

ある。

東亙同文書院本館

敗職で閉校になるまでに5,000名ほどの卒業生

を輩出したが、以上のような教育を受けた彼ら

は、その多くが中国で職に就き、または中国と関

わりのある仕事ーに就いていった。特に目立ったの

が商社に入り貿易などの形で中国との経済活動に

携わったビジネスマンや、外交官、新聞記者など

であった（針。

現在、記念センターでは南京同文書院および東

亜同文書院初代・第 3 代院長を務めた根津ー（在

任1901～ 1902年、 1903年～1923年）に関する資料、

いわゆる「根津家資料j をはじめ、卒業アルバム



愛知大学東軍同文書院大学記念センターの展示室について

や写真を中心とする各種資料、同窓会組織として
ζ 申今

存在していた橿友会が所有していた資料や、図書

類（書院に関するものや書院卒業生が記した回想

記の類が多い）を所有しているが、これらは東亜

同文書院卒業生やそのご遺族、橿友会などから寄

贈されたものであり、展示室で公開しているもの

以外は大体資料庫で管理している。また図書類は

書院図書資料室で配架している ω

背IJ されてしまう。享年33歳であった。

一方、純三郎も南京同文書院に学生として入

学していたが、学校が上海に移転し東亜同文書院

として再出発すると、事務員兼助教授として勤務

した。日露戦争に出征後、 1907年復職し教授とな

るが、間もなく辞職し誕生したばかりの南満州鉄

道株式会社に就職、 1909年上海に派遣され三井物

産上海支店に満鉄駐在事務所を設置した。この時

期以降、兄良政の遺志を受け継ぐかのように、純

②山田良政・純三郎兄弟と関係資料 三郎は孫文の側近となり、秘書役を務めるように

山田良政・純三郎兄弟はともに①で述べた南京 なっていく。その過程で多くの中国の革命家と交

同文書院、東亜同文書院の教員を経て、孫文の革 友を持ち、また信頼されていった。 1925 年に孫

命を支援した人々である。彼らは弘前藩士であっ 文が亡くなった時には、死に水を取った唯一の日

た山田浩蔵を父として、幕末維新期に現在の青森 本人といわれている｛針。

県弘前市に誕生した。

山田良政

良政は1890年に北海道昆布会社に就職し同年に

は上海支店に勤務、そのかたわら尾張出身の荒尾

精が上海に設立した日清貿易研究所 (1890～1893

年）に通い、中国語などを学んだ。日消戦争では

通訳官として出征、 1898年の「戊成政変J では改

革派の王照という人物の救出に関与している。そ

の彼が孫文と出会ったのは1899年、東京の良政の

仮寓においてであった。これ以降、良政は孫文の

協力者となっていく。 1900年に南京同文書院が誕

生すると教授として赴任したが、同年孫文が広東

省恵州で清朝打倒のための戦い、いわゆる「恵州

起義」を起こすとそれに参戦する。しかしこの戦

いは成功せず、結局良政は清朝軍に捕らえられ処

孫文（右）と山田純三郎

その後、日中戦争中は上海で日本語専門学校を

経営するなどしていたが、日本敗戦直後も中国国

民政府は彼を孫文の協力者として厚遇し、従来通

りの生活を保障した。 1948年に帰国し、 1960年に

東京で亡くなった ω。

純三郎の死後、雁大な資料を管理していた四男

のj眠造氏は兄弟を顕彰すべく、個人で資料館を建

てる計画を有していた。しかし個人での建設は資

金面など多くの困難があり、最終的に断念された。

やがて靖気になり、亡くなる直前の1991年に愛知

411 



大学へ資料を寄贈する意思を表明され、逝去後の

同年10月寄贈されたのである例。

記念センターでは山田兄弟に関する資料を f山

田家資料J と称しており、大別すると①書画類、

②書簡類、③写真類、④図書類、⑤資料ファイル類、

⑥カセットテープ類、の 6種類からなる。このう

ち山田兄弟が生きていた時代の、または直接彼ら

に関わる資料は①～③が該当するが、良政は若く

して亡くなったため、純三郎に関するものが殆ど

である。この中で②に含まれる、純三郎に関する

資料約印O点はすでに整理が終了しており、作製

されたマイクロフィルムは愛知大学図書館で管理

されている。また、③写真類は腫大な量に及ぶが、

順造氏に関する戦後の写真も非常に多い。一方、

④～⑥は順造氏が兄弟について研究・調査した資

料であり、歴史に関する書籍、研究のために用い

られた図書・論文・資料のコピー、それらをルー

ズリーフに筆写したもの、開き取りをしたカセッ

トテープなどである ω。

2. 記念センター展示室の整備

①施設改修以前の状況

1998年 5 月 9 日の展示室開設から2006年度と

2007年度に施設改修が行われるまでの問、当時の

展示室を見学順に述べると東亜同文書院大学記念

センター第 1 展示室（図書室）、第 2 ・第 3 展示

室（孫文、山田兄弟関係）、第 4 展示室（東亜同

文書院閥係）、そして大学史展示室 2 部屋（旧軍

時代から1950年代までと、 1960年代以降の展示）

の構成であった。

第 1 展示室は寄贈された図書のうち、東亜同

文書院、山田兄弟、近代日中関係史、日本や中国

の近現代史に関する図書雑誌を配架した図書室で

あり、第 2 ・第 3 展示室は山田良政・純三郎兄弟

の生涯を軸として、孫文との関わりや中国近現代

史を紹介する構成となっていた。展示室開設以前

にしばしば行われていた展示会で使用されていた
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100点近くの資料があったため、開設準備段階で

はそれらをもとに展示する資料が決定された。ま

た、山田兄弟の生涯を軸とする関係上、見学者が

理解しやすいように展示全体を時期区分して「山

田浩蔵と良政・純三郎兄弟j、「孫文（中山）と宋

慶齢j、「辛亥革命前後J、 f広東政府期J、「孫文逝

去前後」、 f国民政府期」、「純三郎と新中国・愛知

大学j、「山田純三郎一家」、「山田純三郎関係の刊

行物J といったコーナーに分け、あわせてコーナー

を示すボードを作製し、展示室の上部に吊るして

示すこととした。一方、書簡類などはガラスケー

スに入れ、掛け軸状の書幅は壁面で吊るし、写真

は殆どの場合パネル化し壁面を利用して展示する

方法を採った。

一方、第 4 展示室設置に当たっては東亜同文書

院の特徴を示す事項を挙げて、年表、「近衛家 4

代の書J, r書院の指導者たちJ、「東亜同文書院（大

学）の仮校舎」、「書院生活J、「大旅行と『調査報

告書』」、 f東亜同文書院（大学）学籍簿・成績縛

などJJ東亜同文書院（大学）関係の刊行物j といっ

たコーナーに分けて展示を構成した。しかし、開

設当初は東亜同文書院に関する資料が不足してい

たため、「根津家資料」やすでに記念センターに

あった関係資料のほか、愛知大学図書館に所蔵さ

れている大旅行の f調査報告書j を 5 冊ほど借り

出してガラスケースに展示し、また記念センター

が発行したブックレット『東亜同文書院大学と愛

知大学J 1 ~ 4 （六甲出版、 1993～1996年）など

に収録されている写真を取り込んで大きなパネル

を作製し、壁画を利用して展示するという方法を

採った。その後、書院卒業生やそのご遺族から資

料が寄贈されるようになり、展示資料も次第に充

実するようになった。

これらの展示室は玄関から入って左手に固まっ

ており、また第 l 展示室は一番奥に位置し、そこ

から手前に戻ってくる見学順路だったため、見学

者にとっては少し不便であったと思われる。



② 2006年度～2007年度の改修

しかし、 2006 年度から 2007 年度にかけて行わ

れた施設改修により、以下のように変わった。 1

つ目は、大学史展示室が記念センター展示室から

見て玄関をはさんだ反対側の部屋に移転し、 2 部

屋から 3 部屋に増加したことである。あわせて、

名称も「愛知大学史展示室」と改められた。これ

により、新たに展示ケースが整備され、従来の展

示物を移設したほか、「愛知大学の創成J、「愛知

大学を揺るがした事件・事故・紛争J、「国際交流

の発展と大学の社会的拡がり」、「近年の愛知大学」

という 4 つのコーナーに分けて展示室のリニュー

アルが図られた。特に、豊橋校舎にあった学生

寮の一室を再現したジオラマが新たに造られたこ

とは特筆すべきことである。こうして2007年 4 月

19日に「愛知大学史展示室」がリニューアルオー

プンしたのである。また、「本間喜一展示室j は

2007年10月に完成した ω。

愛知大学史展示室A

本間喜一展示室

愛知大学東亜同文書院大学記念センターの展示室について

2 つ自は、同じく 2007年度に記念センター展示

室の見学頗踏を逆にし、それまでの第 4展示室を

第 l 展示室として見学しやすいようにしたことで

ある。それに伴い、展示物やパネルの展示室内移

転を行った。

3 つ目は、それまで展示室として組み入れられ

ていた図書室を分離し、「書院図書資料室」およ

び f資料閲覧室」を誕生させたことである。また、

書院研究室や講義室も設けられ、研究や講漬会が

行えるような環境も備わるようになった制。

以上のような整備の結果、展示室のみを見学順

に記すと記念センター第 1 展示室（東亜同文書院

関係）、第 2 ・第 3 展示室（孫文、山田兄弟関係）、

愛知大学史展示室 A （創成期から1960年代）、愛

知大学史展示室 B (19的年代から現在）、本間喜

一展示室の 6 室構成に生まれ変わった。東E同文

書院関係展示室と孫文、山田兄弟関係展示室にお

ける展示構成、つまり展示室をコーナー区分して

展示を晃せる方法については変更なく、従来通り

であるが、愛知大学史展示室においてはそれまで

紹介していた、現在の大学キャンパス前史として

の！日軍に関する展示が外された (I～

第 1 展示室

第 3展示室
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③ナレーションシステムの導入

また見学者の目棋に立って、展示をより理解し

て頂くために2007年度末から2008年度初めにかけ

てナレーションシステムを整備し、東亜同文書院

から現在の愛知大学までの100余年の歴史をまと

めた DVD「東亜同文書院から愛知大学の歩みー21

世紀にはばたく真の国際人の育成j、音声ガイダ

ンス、タッチパネルの 3 種類を導入した。

DVD は授業の一環で記念センターに見学に来

る新入生に対し、愛知大学の歴史を知ってもらう

ために講義室で上映して使用するほか、外部での

講演会などにも使用することを目的として作製さ

れたものであり、現在新入生の入学式やオリエン

テーションなどで配布もされている。

音声ガイダンスは40台常備し、使用料は無料ーで

ある。 32項目の展示に閲するの解説が入録されて

おり、それぞれの解説の長さは 1 分程度である。

日本語はもちろん、英語や中国語も入力されて

おり、中国や台湾などの中国語圏、加えて近年目

立ってきている欧米からの見学者にも利用されて

いる。

タッチパネルは、展示室や DVD で公開・紹介

できなかった貴重な資料をデータに取り込み、指

で画面を押していくだけで資料とその簡単な解説

を目にすることができるシステムである。記念セ

ンター展示室に 2 台、愛知大学史展示室に 1 台、

愛知大学記念館 2 階の旧学長室前に l 台、資料閲

覧室に 1 台の合計 5 台が設置され、さまざまな資

料を画面上で観ることができる ω。

音声ガイド
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3. 記念センター展示室の現状と今後の課題

統計によると、 1998年の展示室開設から現在ま

でに約 1 万4,000名の来館者があり、 1,000名を越

えたのが2005年、オープン・リサーチ・センタ一

事業が開始された2006年には1,698名、 2007年には

1,732名、 2008年には2,625名を数えている。東亜

同文書院について関心を持った研究者や愛大の学

生と卒業生、書院や孫文に関心を持つ日本人研究

者はもちろん、中国や台湾、さらに欧米からの研

究者、建物や旧軍施設に関心がある方、近隣の中

学生などさまざまであるが、国内外の研究者をは

じめ一般の方々まで幅広い来訪者となっている。

これはすでに述べた展示室のリニューアルをは

じめ、さまざまな PR 活動の成果、そして2008年

度より開始した土曜日の開館などが影響したもの

と思われる（J九いずれにせよ、東亜同文書院大

学記念センターの存在が周知されてきたことの現

われといえよう。

では、見学者はどういうところに興味・関心を

持ち、どのような感想を抱いているのであろうか。

この点について、一例として2008年 6 月 21 日（土）

に愛知大学豊橋校舎で日本展示学会と愛大講演会

が開催された際に、見学に訪れた方に依頼したア

ンケートを挙げてみたい。当日は30～40名が愛知

大学記念館を見学に訪れ、アンケートを依頼した

結果16名の協力を得た。聞いと回答は以下の通り

である。

I. 最も印象に残った展示コーナーはどこです

か？（複数回答可）

回答が多い）I慣に、

①旧学長室 5 

②第 l 展示室 3 

第 2 ・第 3 展示室 3 

ガラ紡 3 

③愛知大学史展示室A

本間喜一展示室 1 



愛大ミュージアム 1 

④無回答 5 

2. 最も印象に残った展示物は何ですか？（複

数回答可）

①孫文の筆跡、とその呼び方、旅行地域。

②東亜同文書院の学籍簿。

③愛大前の風景を描いた油絵（注：在愛知

大学史展示室A ）。

④山岳部の遺品。

⑤写真資料。

⑥実物資料があるのがすばらしい。

⑦昔の書画がたくさん残されていること。

⑧ミュージアムボックス。

⑨ガラ紡（ 2 名が回答）

⑩特にない。

⑪よくわからない。

⑫無回答（ 6 名が無回答）。

3. 展示資料は見やすかったですか？ (0を付

けて下さい）

見やすい 8 

普通 7 

見にくい 0 

無回答 1 

4. その他、展示方法や設備など、何でも結構

ですのでご意見・ご感想などがございました

らお書き下さい（複数回答可）。

①学生の大旅行についてキーワードの抽出

展示と現代を比較したコメント、孫文の

日本評。

②映像関係。

③建物自体の歴史・由来などの紹介。

④古い施設を活かしていて、良い印象を持

ちました。

⑤このまま残していって頂きたい。

⑥愛大の長い歴史を感じました。現役の学

生たちが興味を持って訪ずれてくれると

良いと思うのですが（学生の保護者の方）。
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以上がアンケートの結果である。もちろんこれ

は見学者全体の意見の反映ではないため、飽くま

で参考として捉えるべきであるが、幾つかの特徴

が浮かび上がっている。 1. の質問については、

記念センター展示室である第 1 ～第 3 展示室が印

象に残った旨の回答が比較的多く寄せられている

が、一方でガラ紡展示室、愛大ミュージアムも回

答があり、興味・関心が愛知大学記念館の展示全

般にわたっている様子がうかがえる。また、旧学

長室も多く挙げられているが、愛知大学記念館と

いう建物の歴史への関心に繋がる回答ではないか

と思われる。

2. では、①と②が記念センター第 1 ～第 3 展

示室、③と④が愛知大学史展示室Aに関する回答

だが、⑤～⑦は記念センター展示室全体の資料展

示の印象について回答したものである。特に⑤「写

真資料J は、記念センター第 2 ・第 3 展示室で

展示しているパネル化された写真のことと思われ

る。一方、無回答は時間がなくて記さなかったか、

初めて知ることばかりで、回答に戸惑ったものかと

思われる。

3. は展示方法について寄せられた回答であり、

資料の展示と資料を紹介するキャプションなどに

ついて評価を得たものと解釈している。

4. の②「映像関係」という回答は、ある見学

者のご要望に応じて講義室で上映した DVD 「東

亜同文書院から愛知大学の歩みJ、もしくはタッ

チパネルを指していると思われるが、ナレーショ

ンシステムが見学者の注目をき｜いたことがうかが

える。

以上のように、記念センター展示室やそこで展

示されている資料が印象に残ると同時に、それに

とどまらず、他の展示空間やさらに建物全体への

興味・関心を持たれた様子が浮かび上がる。

しかし、一方で課題も浮き彫りとなった。例え

ば 2. ④「山岳部の遺品」という回答であるが、

それは1963年 1 月に山岳部員13名が富山県薬師岳

で遭難した「薬師岳遭難事故」に関する展示品を

415 



指す。しかし、実際には山岳部の装備をイメージ

再現したものであるため、今後の展示方法の在り

方として注意する必要性を感じた ω。

以上のアンケートは見学者の反応を知る上で、

有効な資料になり得ると考えている。

おわりに

以上、粗雑ながら記念センターの現状について、

1998年の常設展示室設置から近年の施設改修の状

況も踏まえつつ記してきた。

個人的なことで恐縮であるが、筆者は1995年夏、

愛知大学大学院修士課程 1 年生の時に縁あって

山田家資料の整理に加わるようになった。そして

1997年秋に展示室設置のプロジェクトが始動した

際には、メンバーの 1 人として末席に加わった。

1998年 5 月以降、資料整理を担当するかたわら見

学者の応対、特に説明を希望する方には展示説明

を行うという業務を行ってきた。したがって、記

念センターがオープン・リサーチ・センタ一事業

に選定されて以降、東亜同文書院に関する研究を

本格的に行うようになったが、従来の業務の在り

方についても常に意識してきた。

すでに触れたように、近年見学者は増加してお

り、また2003年頃から毎年 4 月～ 7 月の問、入学

生を対象とした入門ゼミ、学習法、短大部の基礎

演習という時間を活用して、教員が学生20名ほど

（多いときには30名近く）を引率するという形で

見学に訪れる学生も増えてきた。こうした学内外

の見学者に展示室を通じて愛知大学の歴史を知っ

てもらうとともに、現在の愛知大学についても理

解してもらう場として、益々重要な役割を担って

きていると考えている。また、東亜同文書院と山

田良政・純三郎兄弟は同校の教員という形で互い

に関係があるとともに、ともに中国に在ったこと

を鑑みれば、見学者が日中関係史について学び、

そして今後の日中関係について考える切っ掛けを

提供する場として、その役割を果たしていかなけ
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ればならないとも考えている。

今後、展示の方法や構成などについて他大学の

博物館学芸員の方々と交流を行い、さらなる展示

室の運営と活用に活かしていくことが必要と思っ

ている次第である。

今回は見学に訪れる愛知大学学生の反応などに

ついては取り上げなかったが、「展示と教育J と

いう観点から、稿を改めて論じていくことを予定

している。

注：愛知大学史展示室A·B と本間喜一展示室は、

記念センター内の愛知大学史事務室（佃隆一郎氏）

が主に管理しているが、今回の拙稿執筆に際して

筆者がこれらの展示室に閲する記述も担当したこ

とを、ここに記しておく。
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